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海津木苑運営委員会（令和２年度８月期）  会議録 

1. 日 時：  令和 2 年 8 月 21 日（金）15 時 00 分 開会 

2. 場 所：  古賀市勤労者研修センター 大研修室 

 

3. 出席委員（14 名） 

   

   委員長  結城 弘明           副委員長 清原 留夫 

   委員   智原 和子           委員   簑原 弘二 

   委員   内場 恭子           委員   内平 晃二 

   委員   清原 秀則           委員   清原 透 

   委員    三好 収            委員   安武 正一 

   委員      森 里子            委員   横田 昌宏 

   委員   河北 吉昭           委員   星野 孝一 

                                           

4. 欠席委員 

                                           

5. 傍聴者数 

 

6. 事務局出席職員職氏名 

 

   市民部長     清水 万里子       環境課長     智原 英樹 

   海津木苑長    吉田 義昭        海津木苑職員   三好 弘実 

    

 

概要 

15：00 開会 

 

1．  古賀市あいさつ 

2． 委員長あいさつ 

3． 協議事項及び報告 

 

1） 会議録について  （事務局より説明） 

    （1） 6 月期運営委員会会議録      資料.1  

    （2） 8 月期運営委員会会議録署名            

[質疑・意見] なし 

 

2） 海津木苑運営に関する実施状況について   資料.2 （事務局より説明） 

    ・令和 2 年 6 月及び 7 月の処理状況について  
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[質疑]  

委員    ： 薬品使用状況の 6 月と 7 月の次亜塩素酸ソーダと硫酸について差があるがな

ぜか。 

 

       [答弁] 

海津木苑長 ： 脱臭用薬品の次亜塩素酸ソーダ、硫酸については、入ってくる臭気によっ

て、ｐＨ（ピーエッチ：水素イオン指数）制御で自動注入されている。臭気の

変化に伴い使用量が変わったと考える。 

 

[質疑]  

委員    ： ｐＨに対しての自動注入というのは分かるが、ｐＨが変わった理由があるの

か。前年度と比較して月毎に変わりはないが、ここだけ極端に変わっている状

況がある。季節的なもの等の理由があるのか。 

 

       [答弁] 

海津木苑長 ： 臭気の中身だが、アンモニアの臭気であったり、硫化水素の臭気であった

り、メチルメルカプタンの臭気がある。酸洗塔で使用する硫酸については、ア

ンモニアに対する中和、次亜塩素酸ソーダの注入に関してはメチルメルカプタ

ンという臭気の中和を目的に使用。臭気の濃度が変化して使用量が変動してい

る。 

 

[意見]  

委員    ： 季節的な要因や、フィルターの故障とかがあるということではないというこ

とであれば安心できることである。あまり大きな変動があるとなぜかと尋ねた

くなる。今後の研究の課題としていただければと思う。 

 

3） 令和 2 年度臭気測定（第１回）について  

  ・測定実施日（令和 2 年 7 月 30 日（木）） 資料.3-1 ～ 資料.3-2    

（事務局より説明） 

 

[質疑・意見] なし 

 

 

4） 海津木苑施設等啓発について       

（事務局より説明）   

 

[質疑・意見] なし 
 

4．報告事項 

   次期し尿処理施設建設について 



3 

 

   ・古賀市次期し尿処理施設に関する事前打ち合わせ（第 24 回）8 月 26 日（水） 

 

[質疑・意見] なし 

 

5．その他 

   ・海津木苑設置による啓発に関する協議 7 月 1 日（水） 

  （事務局より説明） 

 [意見]  

委員    ： 例年、市の方と啓発について協議している。地元も毎回多くの方に参加を

お願いし、協議している内容についてたくさんの方に知っていただくという

ことでお願いしている。残念ながらコロナ禍ということで今年はそれぞれの

団体、メンバーを絞って実施した。 

 

[質疑]  

委員    ： 前の運営委員会の資料にもあるが、啓発と言う部分で次期し尿処理施設ができ

るにあたり、古賀市だけではなく福津市もということ。 

  啓発を進めてきたことについて、福津市に啓発を進めてもらう体制を是非とい

う流れがある中で、運営委員会にも福津市の担当課が出席するようになるのか、

福津市の担当課の方に参加していただくべきではないかと思うようになった。皆

さんはどのように考えているのか。 

 

       [答弁]   

市民部長  ： 運営については、古賀市が運営することに対し、福津市を受け入れるというこ

とになるので、運営主体は古賀市になるので処理状況等については、古賀市が説

明を行うところになる。 

 啓発については、福津市にも取り組んでいただく事になる。運営委員会の役割

の中で、運営委員会がそもそも条例で規定してるので、条例をどう規定していく

かということについてはこれから検討させていただく。運営委員会との関わりと

いうことについては整理をさせて頂き考えて行く。 

 

 

[意見]  

委員     ： 啓発については、地元として取り入れられるべきは、少しでも取り入れたい。

次期し尿処理施設がスタートしてどうするのかではなく、準備段階で詰めて、今

こんな話をしているというところの報告でいい。運営委員会の方でも話せる部分

だけでいいのでお願いしたい。 

 

15 時 40 分 閉会 
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以上 

 

  

 

 

この会議録が正確であることを証明するため会議録署名人次に署名捺印する。 

 

令和 2 年   月   日 

 

委員長                          印 

 

 

 

委員長の指名する 

出席委員                         印 


